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今任期最後の定例会が車絡書7、会議案を可決
平成23年第3固定例会は、 9月7日から15日までの9日間の日韓で開催されました.
この定初会では、議員提出議艇のほか、 町執行部より平成22年度決算認定、報告 1刊、平成23年度一般会計補
正予算や条例改正など10議案が提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。
一般質問は、 9月14日に行われ、 6人の議員が畳壇し、町の方針をただしました.

No目 143  

l9月定例会|目

可
決
し
た
議
案
内
容

議
員
提
出
議
案

。
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

少
人
数
学
組
の
推
進
、
教
育
機

会
の
均
停
と
教
育
水
槽
の
維
持
向

上
、
ま
た
、
震
災
か
ら
の
教
育
復

興
の
た
め
に
、
回
全
体
と
し
て
教

育
子
算
の
暗
保
及
び
充
実
を
要
望

す
る
も
の
。

【意
見
書
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

宙
寸

決

。
平
成
お
年
度
八
千
代
町
一
般
会

計
補
正
予
草
(
軍
2
号
)
由
専
決

処
分
承
認

西
山
仲
水
晶
漏
水
工
事
且
び
降

ひ
ょ
う
に
よ
る
民
容
助
成
対
策
費

補
助
金
で
、
歳
入
議
出
そ
れ
ぞ
れ

4
8
4
b
刊
を
迫
加
し
、

予
罫
総

額
を
同
僚
8
千
5
4
9
万
9
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

。
平
成
お
年
度
八
千
代
町
下
水
道

彦
章
特
別
会
計
補
正
予
草

(草
1

号
)
の
尊
決
処
分
承
包

東
日
本
大
震
民
に
よ
る
、

仁
口

戸
地
内
下
水
管
の
世
帯
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
9
6
0
万
円

を
辿
加
し
予
算
総
棋
を
3
億
4

千
3

5
7
万
円
と
す
る
も
の
で

ナ
ヲ
。

条

例

。
八
千
代
町
税
長
倒
等
由
一
部
を

改
正
す
る
量
例

地
方
税
法
等
町

二
聞
を
改
正
す

る
法
悼
の
公
布
に
伴
い
、
町
民
税

等
の
不
申
告
に
関
す
る
過
料
の
額

を

「
3
万
円
』
か
ら
「
同
万
円
」

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

会計区分 9月補E額 補正雄総額

一 般 会計 9. 670万5千円 69億8.220万4千円

国民健康保険 94万6子円 26億5.898万円

介護保険 504万2千円 13億7.590万8千円

中央土地区画 740万円 1憶1.890万円

下 * 道 1.030万円 3憧5.387万円

人

事

。
八
千
代
町
教
育
委
員
会
垂
員
の

任
命
同
意

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
関

口
基
夫
さ
ん
(
大
里
)
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

。
八
千
代
町
固
定
資
産
評
価
審
査

書
員
主
要
員
由
選
任
同
意

番
良
の
任
期
揃

T
に

伴

い

草

間
和
男
さ
ん
(
東
大
山
)
、
大
久
保

和
夫
さ
ん
(
村
貫
囲
)
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

池
仇
智
昇
切
叫
申
広

本
定
例
会
で
は
、
平
成
辺
年
度

一
般
会
計
並
び
閏
民
健
康
保
険
な

ど、

7
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事

業
会
計
の
各
議
入
議
出
決
算
に
つ

い
て
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し

慎
量
審
議
さ
れ
、
卸
業
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

請

願

審

議

結

果

と金 託願
な議審が 9
りで謎教月
ま諮Zさ育定
しりれ民例
也 、 、，トふ

匂ぃ，-EE三
ず:II'荏d
れの香
も結員 3
5来会件
出をにの
と本付鯖

。
合
理
化
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

12 

合
理
化
事
業
計
画
量
定
方
に
つ
い

て
の
楕
願

下
水
道
の
普
及
に
よ
り
業
務
が

縮
小
し
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
。
一

般
廃
棄
物
処
理
業
者

の
業
務
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め

に
、
合
理
化
事
業
計
画
の
策
定
を

制
崩
す
る
も
の
で
す
。

摘
顧
代
表
者

下
妻
広
場
環
境
保
全
協
会

会
長
岡
本
紀
一
さ
ん

(審
議
結
果
採
択
)

広'ーやらよ&.6252011.lIJJ妙

。
教
育
予
算
由
拡
充
を
求
め
る
請
願

回
全
体
と
し
て
、
教
育
予
算
の

確
保
充
実
を
求
め
る
庄
比
特
を
、

町
議
会
か
ら
関
係
機
関
へ
提
出
す
る

こ
と
を
甜
願
す
る
も
の
で
す
。

請
願
代
表
者

韮
掠
県
教
職
員
組
合

高
野
冨
二
男
さ
ん

(審
議
結
果
採
択
)

。
早
期
の
学
校
耐
震
化
及
び
教
育

橿
興
を
求
め
る
精
願

今
回
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

教
育
復
興
と
、
学
校
施
設
の
耐
援

化
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
制
願
す

る
も
の
で
す
。

請
願
代
表
者

草
塘
県
教
職
員
組
合

高
野
冨
二
男
さ
ん

(審
埠
結
果

探

択

)



3

6
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問

i

京
電
力
原
発
事
故
震

畜
産
物
賠
償
に
つ
い
て

農
業
が
基
幹
産
主
で
あ
る
当
町

に
お
い
て
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
服

乳
、
お
茶
な
ど
の
出
荷
停
止
、
ま

た
‘
様
々
な
野
菜
類
の
風
評
被
曹

に
且
揖
わ
れ
、
農
家
に
と
っ
て
は
、

価
格
下
落
に
よ
り
出
荷
し
て
も
生

産
費
に
も
な
ら
な
い
ほ
ど
の
匝
曹

を
畳
け
ま
し
た
.

精
魂
を
込
め
て
殺
が
子
の
よ
う

に
育
て
た
作
物
が
、
出
荷
制
限
や

風
評
被
害
を
畳
け
た
訳
で
あ
り
ま

活発な踊簡でまちづくり

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
当
町
の
農
家

に
ど
の
位
の
損
害
賠
償
が
支
払

わ
れ
た
の
か
向
い
た
い
。

ま
た
、
農
家
の
方
々
が
早
急
に

意
欲
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

一
日

で
も
早
く
金
額
を
倒
害
賠
償
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

産
車
撞
興
謀
長

賠
償
制
求
額
の
合
計
は
引
億
2

千
9
1
5
万
7
3
8
円
に
な
り
、

現
在
ま
で
の
仮
払
い
の
金
額
に
つ

き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な
る
6
月

報
告
分
ま
で
の
訪
求
額
、

9
倍
2

千
1
0
9
万
5
千
4
7
8
円
に
対

し
ま
し
て
、
約
4
億
5
千
万
円
が

支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
原
子
力

損
害
の
範
囲
の
判
定
等
に
閲
す
る

中
間
指
針
に
も
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
削
止
仮
払
い
の
賠
償
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
月
か

ら
は
本
補
償
の
支
払
い
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
似
書
購
慣
金
の
早
期
支

払
い
を
求
め
ま
し
て

8
月
お
自

に
は
茨
城
県
知
事
且
び
関
係
団
体

の
代
表
者
が
東
京
屯
力
に
対
し
.

机
害
賠
償
金
の
全
額
を
早
急
に
主

払
う
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

度

7
以
上
の
大
地
震
刊

発
生
し
だ
場
合
の
河
応
は

東
日
本
大
震
誕
の
際
、
当
町
に

お
い
て
は
、
ま
や
学
校
噂
の
倒
域

や
土
砂
崩
れ
川
町
氾
障
な
ど
の

大
き
な
被
害
は
黒
か
っ
た
が
、

J4

が
傾
き
、
島
拙
瓦
や
同
市
尋
の
引
書
、

基
石
.
プ
ロ
Y
ク
堀
町
倒
抽
出
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

仮
に
、
震
度
7
以
上
の
大
地
震

が
発
生
し
た
際
、
建
物
が
倒
厳
し
、

人
が
下
敷
き
に
な
り
、
け
が
人
が

出
る
な
ど
の
事
故
が
費
生
し
た
と

き
の
救
出
作
業
や
火
災
が
提
生
し

た
と
き
の
消
火
活
動
な
ど
、
町
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

鳴
M

ま
た
電
柱
や
大
木
な
ど
の
倒

壊
、
道
路
の
液
状
化
な
ど
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
吏
過
が
麻
樟
し
た

と
き
、
町
民
と
の
週
路
消
防
、

医
療
機
側
、
警
察
時
と
の
連
携
な

ど
、
町
ほ
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
く
の
か
、
町
長
の
容
芥
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
校
舎
の
倒
摘
酬
が
揖
生
し

た
と
き
、
子
ど
も
遣
の
教
出
、
け

が
人
の
手
当
て
、
避
難
所
へ
の
誘

導
、
道
路
が
寸
断
し
た
と
き
の
対

応
等
に
対
し
、
教
育
委
員
会
は
学

校
教
職
員
、
学
校
関
係
者
に
対
し

ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る

の
か
、
教
育
長
の
答
弁
を
求
め

ま
す
。

教
育
畏
鍵
度
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が
控
生

し
た
と
き
の
学
校
関
係
者
の
対
応

に
つ
い
て
は
‘
町
の
地
域
防
災
肝

聞
に
基
づ
い
て
、
全
校
統

一
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
そ

れ
に
世
い
対
応
す
る
ニ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
各
学
校
で

は
3
月
以
降
に
‘
防
民
訓
蹄
を
3

回
程
度
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町
長町
及
び
消
防
本
部
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
町
民
の

通
報
や
参
集
職
員
か
ら
の
情
報
な

ど
を
統
合
し
、
い
ち
早
く
初
動
体

制
を
盤
、
ぇ
、
救
助
活
動
や
消
火
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
負
傷
者
が
聾
生
し
た
際

に
は
、
医
師
会
、
町
内
医
療
関
係

者
に
出
動
を
要
問
し
、
救
謹
所
を

般
定
し
た
う
え
で
、
迅
速
な
医
療

救
惣
活
動
を
行
い
ま
す
。

一
般
包
括
な
ど
が
利
川
不
能
に

な
っ
た
際
は
、
県
防
民
通
情
シ
ス

テ
ム
や
消
防
、
普
襲
、
向
衛
隊
の

通
信
設
備
を
緊
急
通
信
用
と
し
て

協
力
要
制
す
る
こ
と
を
考
え
て
お

り
、
避
難
勧
告
や
避
難
所
等
の
情

報
、
見
書
応
急
対
捕
と
し
て
の
情

報
に
つ
き
ま
し
て
も
、
防
災
行
政

需
線
な
ど
に
よ
り
情
報
伝
達
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

求められる迅速な対応

広織やちょl'h62S2011. 11)1 Jt 

そ
の
他
の
質
問

口
八
千
代
一
中
と
車
中
田
校
舎
建

殴
に
つ
い
て

ロ
放
射
能
汚
聾
に
つ
い
て

13 



般

射

線

宣

伝

減

化

対

策

等

に

つ

い

て

栴
曲
第

一
一
山
尭
か
ら
般
出
さ
れ

た
般
射
性
物
質
は
、
ウ
ラ
ン
換
算

で
広
島
型
原
爆
の
却
個
分
と
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
.

当
町
の
放
射
線
量
は
、
心
配
す

る
ほ
ど
で
は
な
い
と
公
聾
さ
れ
て

い
る
が
、
私
は
肱
射
能
汚
染
の
健

康
へ
の
能
響
は
、
こ
れ
以
下
な
ら

安
全
と
い
う
規
定
値
は
無
く
、
少

な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
良
い
と
い

つ
の
が
放
射
線
防
護
の
大
原
則
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

低
レ
ベ
ル
の
放
射
線
を
陪
び
る

経
験
は
過
去
に
盤
く
、

同
年
、
四

年
桂
の
心
配
を
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
、
感
受
性
の
高
い
胎

児
、
乳
幼
児
、
子
ど
も
遣
が
、
放

射
性
物
質
を
体
内
に
取
り
込
ま
な

い
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
.当
町
で
は
肱
射
能
汚
捻
を
島
小

限
に
す
る
た
め
現
在
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
.
ま
た

今
桂
の
対
粛
に

つ
い
て
お
向
い
し

ま
す
。

中山亨謹員

ま
た
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど

も
遣
を
守
る
た
め
に
、
政
射
線
量

低
減
化
対
策
と
し
て
、
す
で
に
県

内
他
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る

校
庭
の
表
土
や
、
汚
染
濃
度
の
高

い
と
さ
れ
る
側
溝
や
雨
ど
い
の
下

の
汚
泥
の
除
去
砂
場
の
入
桂
ぇ
、

芝
生
の
刈
取
り
等
、
当
町
で
も
子

ど
も
連
の
安
全
安
心
の
た
め
、
是

非
実
施
す
る
よ
う
聾
盟
し
ま
す
.

生
活
環
境
謀
長

雨
ど
い
の
下
や
側
滑
等
も
、
各

地
区
の
測
定
時
に
何
回
か
測
定
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
同

の
示
す
暫
定
器
削
値
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
憾
雌
に
影
響
の
あ

る
レ
ベ
ル
の
測
定
結
果
は
出
て
お

り
ま
せ
ん
。

教
育
長
9
月

6
日
現
主
の
計
測
結
果
で

ご
ざ
い
ま
す
が
0
・
0
9
4
マ

イ
ク
ロ
シ
ベ
ル
ト
が
最
高
値
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
文
科
省
よ
り
、

1

・
0
マ
イ
ク
ロ
ン

1
ベ
ル
ト
以

上
の
場
合
は
除
去
作
業
も
必
要

と
い
う
通
知
も
来
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
状
で
の
除
去
作
業
は
ま
だ

考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
.

町
長放
射
線
量
の
測
定
を
続
け
、
肝

測
結
果
や
防
護
に

つ
い
て
の
情
報

を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
.
ま
た
、
教
育
委
員
会

で
も
肱
射
諒
量
の
監
視
を
続
け
て

お
り
、
今
桂
も
、
子
ど
も
達
へ
の

健
康
敏
害
が
出
る
こ
と
が
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

'‘ OI‘ 子ども遣の未来のために

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の

導

入

に

つ

い

て

東
日
本
大
震
災
は
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
速
く
離
れ
た
当
町

に
お
い
て
も
、
座
制
瓦
や
股
な
ど

の
一
部
の
倒
醐
閣
が

4
千

2
0

0

晦
1

そ
し
て
、
危
機
的
被
曹
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
、
柄
引周第

一
原

発
事
故
の
引
き
企
と
な
り
ま
し

た
。控
念
な
が
ら
日
本
列
島
は

地

鐘
か
ら
逃
れ
る
-
〕
と
は
で
き
ま
せ 中山勝三措員

ん
し
、
ま
た
、
い
つ
ど
の
よ
一
フ
な

災
難
を
招
く
事
態
が
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
の
描

え
が
行
政
の
役
目
で
あ
り
ま
す
.

そ
こ
で
、
民
害
時
の
迅
速
な
行

政
サ
ピ
ス
の
佳
供
に
威
力
を
晃

押
す
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム

と
し
ま
し
て
被
見
者
主
陸
γ
ス
テ

ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
住
民
基

本
台
帳
を
基
に
、
被
民
者
支
畿
に

必
要
な
情
報
を

一
元
管
理
す
る
被

民
者
台
帳
を
作
成
し
、
民
事
揖
生

佳
に
生
演
や
大
脱
模
半
感
な
ど
被

民
状
況
さ
え
入
力
す
れ
ば
、
り
民

純
明
書
の
発
行
や
、
義
担
金
、
支

援
金
の
交
付
、
救
担
物
資
の
管
埋

や
仮
設
住
宅
の
廿
理
手
続
き
等
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
当

町
に
お
い
て
も
有
効
と
考
え
ま
す

が
、
執
行
部
の
見
解
を
お
尋
ね
い

た
し
ま
す
。

総
務
課
長

震
災
時
に
は
非
常
に
有
効
な
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

個
人
情
報
管
理
の
問
題
や
各
シ
ス

テ
ム
と
の
互
換
性
な
ど
、
運
用
方

法
に
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
関
係
部
署
と
の
制
整
を
図

り
、
導
入
に
向
け
験
肘
し
て
ま
い

り
ま
す
。

町
長損
害
尭
生
時
に
は
何
よ
り
も
人
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命
救
助
が
最
優
先
で
す
が
、
そ
の

桂
は
き
め
細
や
か
で
迅
速
な
被

災
者
の
主
認
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ン
ス
テ
ム
は
、
阪
神
淡
路
大

震
毘
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
必
要

と
な
る
行
政
事
務
を
効
率
的
に
行

う
も
の
と
聞
い
て
お
り
、
極
め
て

有
益
な
ン
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
の

で

積
柑
的
に
潮
時
入
に
向
け
検
肘

し
て
ま
い
り
ま
す
。

.録者支障ソス予"，・w‘"
融自ー
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被覧者支揖システム

そ
の
他
の
質
問

口
放
射
能
に
よ
る
揖
産
物
の
被
害

杖
混
に
つ
い
て

口
放
射
能
事
敵
対
置
に
要
し
た
経

費
出
請
求
に
つ
い
て



地
減
防
災
計
画
に
つ
い
て

東
日
本
大
接
見
を
目
の
当
た
り

に
し
、
町
民
は
自
分
た
ち
の
地
域

で
あ
の
よ
う
な
大
地
震
は
起
き
な

い
の
か
、
防
災
、
避
難
は
大
丈
夫

な
の
だ
ろ
う
か
と
の
不
安
を
強
め

て
い
ま
す
。

巨
大
民
世
に
対
し
て
国
の
防
民

基
本
引
副
の
見
置
し
に
沿
い
な
が

ら
も
、
自
治
体
が
主
体
的
に
、
独

肉
に
虫
害
に
備
え
る
努
力
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
災
害
が
発
生
し
た
際

の
阜
急
な
情
報
伝
達
の
た
め
に

も
、
防
民
ラ
ジ
オ
の
導
入
に
つ
い 大久保弘子撞員

て
お
伺
い
し
ま
す
.

ま
た
、
各
小
中
学
校
に
お
け
る

応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
に

つ
い
て
、
今
後
、
大
地
震
が
あ
っ

た
と
き
の
対
応
と
し
て
、
貯
水
槽

や
備
帯
倉
山陣
、
ト
イ
レ
、
自
家
控

屯
装
世
帯
、
こ
れ
ま
で
に
も
憎
し

た
強
化
が
必
要
で
す
.
こ
れ
ら
を

行
政
と
地
域
ぐ
る
み
で
避
難
訓

輔、

学
校
教
育
な
ど
ソ
フ
ト
事
業

と
組
み
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
も

大
事
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
防
虫

計
画
の
且
直
し
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
.

いち早い情報由伝達を

総
務
課
長

当
町
の
防
災
行
政
無
縁
は
電
誼

の
方
式
の
遣
い
に
よ
り
、
現
行
の

防
虫
ラ
ジ
オ
で
は
受
信
す
る
こ
と

が
不
可
能
で
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
の

個
別
受
信
機
が
必
要
と

な

り

多

額
の
賂
備
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
厳

L
い
財
政
状
況
の
中
で
ご

ざ
い
ま
す
が
新
た
な
技
術
革
新

に
対
す
る
対
応
策
を
且
据
え
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
.
ま
た
、
側
帯

関
留
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
位
整

備
す
る
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
長県
で
は
、
東
日
本
大
震
民
と
柄

品
第

一一
郎
毘
事
故
を
畳
け
.
抽
伸
蚊

良
市
軒
、
似
JT
h
M
事
故
な
ど
複
合
的

な
見
容
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

防
災
計
闘
の
見
直
し
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も

こ
の
県
地
域
防
担
計
画
の
見
直

し
、
改
定
に
伴
い
大
幅
な
計
画

の
凡
直
し
に
つ
い
て
横
倒
し
て
ま

い
り
ま
す
.

そ
の
他
の
質
問

口
地
震
被
害
対
軍
に
つ
い
て

ロ
子
ど
も
を
放
射
線
被
害
か
ら
守

る
た
め
に

口
車
海
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
に

つ
い
て

ロ
国
憧
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

パ
千
代
一
中
校
舎
建
設

に

お

け

る

財

源

は

八
千
代

一
中
校
舎
建
段
は
、
早

急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
基
に
な
る
財
加
が
不
足
し
て
お

り
ま
す
.
こ
の
不
足
分
を
ど
こ
か

ら
持
っ
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

八
千
代

一
ー
中
校
骨
組
般
に
は
、

約
四
億
円
か
か
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
話
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

財
源
と
し
ま
し
て
は
、

二
分
の

一

を
国
庫
補
助
か
ら
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
7
億
5
千
万
町
の
基
金

が
5
億
2
千
万
強
、
合
剖
約
同
位

7
千
万
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
当
町
で
は
町
怖
が

か
な
り
提
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

実
質
公
偵
費
比
串
が
現
泊
同

1

%
で
す
か
ら
黄
色
信
号
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
桂
、
大

き
な
借
金
も
で
き
な
い
状
況
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
g

し
か
し
担
年
度
の
決
揖
に
お

い
て
、
か
な
り
繰
越
金
な
ど
が
出

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

n

年
度
の
分
を
幻
年
度
と
し
て
、
義

務
教
育
施
設
整
備
品
金
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
お
聞
き
い

た
し
ま
す
。

教
育
長
八
千
代

一
中
校
舎
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
度
中
に
雄
投
検

討
番
良
舎
か
ら
容
巾
を
い
た
だ

き
.
剖
年
度
に
は
基
本
設
計
及
び

実
施
計
画
を
策
定
、
お
年
度
に
は

池
設
工
事
を
着
工
し
、
回
年
度
内

の
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

国
庫
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
別
教
室
を
除
く

一
般
校
舎
、
全

体
の
口
%
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

部
分
の
補
助
事
が
二
分
の

一

そ

の
他
の
部
分
は
三
分
の

一
に
な
る

干
定
で
あ
り
ま
す
。

町
長財
源
と
し
ま
し
て
は
、
義
務
教

育
厄
設
整
備
基
金
を
叶
画
的
に
積

み
立
て
て
お
り
、
平
成
田
年
4
月

l
日
現
在
の
残
高
が

5
億
2
千
1

5
1
万
円
で
す
。
ま
た
、
今
議
会

で
決
算
認
定
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、

基
金
へ

1
億

5
T一力
相
み
泊
し
す

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
合
わ
せ

ま
す
と
基
金
が

6
伯
7
下
万
に
な

り
、
こ
こ
に
今
世
、
国
庫
補
助
金、

地
方
債
を
充
当
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

ロ
太
陽
光
尭
電
補
助
金
に
つ
い
て

議
会
運
宮
壷
員
会
研
修
視
療
報
告

去
る

7
月
四
日
か
ら
幻
日
に
か

け
、
議
会
運
営
委
員
会
で
、
群
馬

県
「
草
津
町
議
会
」
と
「
八
ッ
場

ダ
ム
」
を
研
官
制
山
閉
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

草
樽
町
刊
叫
ん
μ
に
お
い
て
は
、
議

会
組
世
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
議
案
審
議
や

一
般
質
問
の
方

法
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
ジ
場

ダ
ム
で
は
、
事
業
の
説
明
を
畳
け
、

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
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今
回
の
研
構
成
果
山
崎
今
櫨
の
臨
書

置
宮
白
書
宥
に
し
て
い
き
ま
す
.
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